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住
居
表
示
制
度
は
、
土
地
の
地
番
に
よ

る
住
所
か
ら
、
道
路
な
ど
に
沿
っ
て
規
則

正
し
く
連
続
し
た
住
所
に
区
域
全
体
で
住

所
を
付
け
直
す
こ
と
で
す
。

　

住
居
表
示
実
施
に
伴
い
、
住
所
が
一
斉

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

は
、
運
転
免
許
証
、
顔
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
在
留
カ
ー
ド
、
外
国
人

登
録
証
明
書
、
特
別
永
住
者
証
明
書
、
金

融
機
関
、
保
険
会
社
、
法
人
（
商
業
）
登

記
簿
な
ど
、
各
住
所
変
更
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
住
所
決
定
通
知
書
を
８
月
上

旬
に
、
住
所
変
更
手
続
き
の
案
内
お
よ
び

関
係
書
類
は
９
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

す
。

対
象
地
域　

天
神
町
一
・
二
丁
目
（
回
田

道
の
西
側
を
除
く
）、
大
沼
町
一
丁
目
（
西

武
新
宿
線
の
南
側
）

※
天
神
町
は
、
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
に
分

割
さ
れ
ま
す
（
西
武
新
宿
線
南
側
の
大
沼

町
一
丁
目
は
、
天
神
町
二
丁
目
と
な
り
ま

す
）。

問
合
せ　

市
民
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

２
０

 　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
施
策
や
事
業

計
画
の
策
定
、
実
施
状
況
な
ど
を
調
査
審

議
す
る
審
議
会
で
す
。
子
育
て
当
事
者
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
男
女
を
問
わ

ず
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

▽
市
内
に
住
所
を
有
し
、
応

募
時
に
、
０
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
い
る
保
護
者

▽
年
４
回
程
度
、
平
日
の
午
後
に
開
催
す

る
審
議
会
に
出
席
で
き
る
方

※
他
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

７
人
以
内

任　

期　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２７

３１

報　

酬　

１
万
２
千
円
（
日
額
）

申
込
み　

７
月　

日（
金
）の
午
後
５
時
ま

１９

で
に
、「
市
の
子
育
て
支
援
事
業
に
対
す

る
評
価
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

子
ど
も
・
子
育
て

審
議
会
委
員
募
集

（
８
百
字
程
度
）
と
、
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
送

付
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
応
募
要
領
な
ど
は
児
童
課
（
市
役
所
２

階
）
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
全

員
に
通
知
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

※
審
議
会
開
催
時
は
、保
育
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

児
童
課
（
〒　

們
８
７
０
１　

１８７

小
平
市
役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９
８
２

０４２

１
、
俊　
（
３
４
６
）
９
２
０
０
、
死jido

     

０４２

@
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６
月　

日
（
木
）
に
、
市
の
教
育
に
功

２０

労
の
あ
っ
た
方
の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行

わ
れ
、
次
の
方
が
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
（
敬
称
略
）。

▽
退
職
者

　

吉
冨
泉
（
四
小
校
長
）、
若
林
彰
（
前
六

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

陰
高
齢
者
住
宅
使
用
料

隠
緊
急
一
時
保
育
利
用
負
担
金
、
病
児
・

病
後
児
保
育
利
用
負
担
金
、
市
立
保
育
園

一
時
預
か
り
利
用
負
担
金
、
市
立
保
育
園

延
長
保
育
利
用
負
担
金
（
日
額
利
用
）

韻
陰
・
隠
以
外
で
納
付
金
額
が
１
万
円
以

下
の
使
用
料
ほ
か

※
納
付
金
額
に
応
じ
た
決
済
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
で
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

会
計
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

６
３

 　

都
で
は
、
中
小
企
業
者
が
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
の
一
環
と
し
て
行
う
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
取
得
を
税
制
面
か
ら

支
援
す
る
た
め
、
都
内
の
中
小
規
模
事
業

所
な
ど
で
、
特
定
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

な
ど
を
取
得
し
た
場
合
に
、
法
人
事
業

法
人
事
業
税
・

個
人
事
業
税
の
減
免

中
小
企
業
者
向
け

省
エ
ネ
促
進
税
制

税
・
個
人
事
業
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

※
減
免
を
受
け
る
に
は
、
事
業
税
の
納
期

限
ま
で
に
、
減
免
申
請
書
お
よ
び
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
主
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「〈
東
京
版
〉
環
境
減
税
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

▽
中
小
企
業
者
向
け
省
エ
ネ
促

進
税
制
に
関
す
る
こ
と
…
立
川
都
税
事
務

所
法
人
事
業
税
係
・
個
人
事
業
税
係
緯
０

４
２
（
５
２
３
）
３
１
７
１
、
主
税
局
課

税
部
法
人
課
税
指
導
課
法
人
事
業
税
係
緯

　

（
５
３
８
８
）
２
９
６
３
、
主
税
局
課

０３税
部
課
税
指
導
課
個
人
事
業
税
係
緯　
０３

（
５
３
８
８
）
２
９
６
９

▽
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
、
導
入

推
奨
機
器
に
関
す
る
こ
と
…
「
地
球
温
暖

化
対
策
報
告
書
制
度
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」・

「
導
入
推
奨
機
器
申
請
窓
口
」
緯　

（
５

０３

３
８
８
）
３
４
０
８

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源

の
中
で
、
市
民
本
位
の
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
し
て
い
く
た

め
、「
小
平
市
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
進
捗
状
況
は
表
１
の

２４

通
り
で
す
。

　

行
財
政
再
構
築
推
進
委
員
会
に
お
け
る

意
見
・
助
言
は
表
２
の
通
り
で
す
。

※
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
は
、
市

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
図
書

館
、
公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
は
販
売

も
し
て
い
ま
す
（
１
部
百
円
）。

※
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
の
進
捗

状
況
、
委
員
意
見
な
ど
は
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
経
営
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
６

 　

そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
で
き
ま
す
。

怯
第
２
回　

図
書
館
協
議
会

と　

き　

７
月　

日
（
木
）　

午
後
２
時

１１

か
ら

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

中
央
図
書
館
緯　

（
３
４
５
）

０４２

１
２
４
６

怯
第
３
回　

公
民
館
運
営
審
議
会

と　

き　

７
月　

日
（
火
）　

午
後
１
時

１６

審
議
会
な
ど

審
議
会
な
ど
のの

日日

程程

会
場
で
受
付
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

問
合
せ　

中
央
公
民
館
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
８
６
１

怯
７
月　

教
育
委
員
会
定
例
会

と　

き　

７
月　

日
（
木
）　

午
後
２
時

１８

か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
５
０
４
会
議
室

定　

員　
　

人
２０

申
込
み　

当
日
、
午
後
１
時　

分
か
ら
、

４０

問
合
せ
先
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　

教
育
庶
務
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
６
８

怯
第
１
回　

住
居
表
示
整
備
審
議
会

と　

き　

７
月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

２３

～
４
時
ご
ろ

と
こ
ろ　

市
役
所
３
階
庁
議
室

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

市
民
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

２
０

　

分
か
ら

３０と
こ
ろ　

中
央
公
民

館
会
議
室

定　

員　

５
人

申
込
み　

当
日
、
午

後
１
時　

分
か
ら
、

２０

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

教
育
功
労
者
をををををををををををををををををををををを

表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

月
１
日
か

　

月
１
日
か
らら

１０１０住
居
表
示
を
実

住
居
表
示
を
実
施施

小
校
長
）、
松
村
惇
（
前
五
中
校
長
）、
奥

山
文
子
（
前
七
小
副
校
長
）、
伊
藤
規
子
、

田
中
勝
男
、
鈴
木
由
美
子
（
前
図
書
館
協

議
会
委
員
）、
篠
木
綱
文
（
前
学
校
歯
科

医
）、
望
月
雅
子
、
辻
あ
け
み
、
新
井
惠
里

（
前
学
校
薬
剤
師
）、
嶋
貫
博
、
森
田
健

次
、
荒
木
由
季
（
前
学
校
経
営
協
議
会
委

員
）、
内
野
一
男
、
竹
内
弘
信
、
宮
崎
庄

一
、
吉
井
祐
子
、
山
後
マ
リ
子
、
奥
野
富

久
子
、
茂
木
豊
子
、
石
井
唯
夫
、
井
口
典

子
、
石
澤
千
惠
子
、
藤
沼
和
子
（
前
学
校

経
営
協
力
者
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
公
金
支
払
い
（http://koukin.

               

yahoo.co.jp

           
）
を
利
用
し
て
、
ペ
イ
ジ

ー
マ
ー
ク
の
あ
る
納
付
書
の
う
ち
、
次
に

該
当
す
る
も
の
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

　

日
中
に
市
税
の
納
付
や
納
税
相
談

が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

と　

き　

７
月　

日
（
木
）　

午
後

２５

５
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
収
納
課
（
入

口
は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
夜
間
窓
口
で
は
、
納
税
証
明
書
の

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

収
納
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
２
７
・
９
５
２
８

７
月　

日（
木
）に
開
設

２５

夜
間
納
税
窓
口

◇
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

２
期
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

※
納
付
は
、
７
月　

日
（
水
）
の
納

３１

期
限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

は
７
月
８
日
（
月
）
よ
り
順
次
発
送

し
ま
す
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

7月

今
月
の

税税税税

表１　各プログラムの進捗状況（平成２４年度末）
予定よりも遅
れている（Ｂ）

予定どおり
に進捗（Ａ）

予定以上に
進捗（Ｓ）分　野

１１３１Ⅰ　地域協働の推進
（１５項目）

０４１
Ⅱ　情報の共有と双
方向のコミュニケー
ション（５項目）

０７０Ⅲ　ＰＤＣＡサイク
ルの構築（７項目）

４１４０Ⅳ　財政基盤の強化
（１８項目）

０１７０Ⅴ　執行体制の再構
築（１７項目）

５５５２計

第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
の

平
成　

年
度
末
の
進 
捗 
状
況

ち
ょ
く

２４

お
よ
び

平
成　

年
度
当
初
の
計
画

２５

ペイジーマーク

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

一
部
の
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
を
開
始

表２　行財政再構築推進委員会における主な意見・助言
委員からの意見の要旨意見の分類

各プログラムで、目標達成したらプログラム自体を終えるのか、新たな
目標を設定するのか。見直しは状況の変化に応じて実施していくべき
で、もう少し市民の目線に立って頻度を上げて取り組むべき。

プラン全般

市全体で大きな課題設定をして、スクラップアンドビルドを実施できな
いか。市から示されたスクラップの総額が、１桁、２桁少ないと感じる。
従前から、市財政は厳しいと説明されていて、改善する場合も悪化する
場合もわずかで、財政の硬直性が高い。こうした点は、いずれ職員のモ
ラルにも影響してくる。
Ｓ、Ａ、Ｂという評価は何のためにあるものかを再度捉え直してもらい
たい。現時点での進捗に対する評価だけではなく、今後に向けて取り組
みを進めていくための評価ではないのか。成果指標が未達成、または計
画通りの内容を実施できなかった取り組みについて、総合的に見てＡ評
価とするよりも、最終的な目標達成に向けて、どういう方向性であるべ
きかという視点から評価をするべき。
地域連絡会の参加団体に、コンビニエンスストアや事業所がなぜ入って
こないのか。安心・安全の観点からは、消防、警察も入ってもらうべき
で、そうした主体の参加により、地域の体制を変えていく必要がある。
いろいろな団体が参加しているが、行政が対処しやすい団体を集めただ
けのように見えるので、もう一歩踏み込んでもらいたい。CSR※の観点
からすれば、コンビニや他の事業所も地域に貢献していきたいと考えて
いると思うがどうか。

地域コミュニティの
形態や期待される役
割等についての検討

地域連絡会は一つの進捗した要素である。他部門で実施している協働の
取り組みも横方向に展開していき、各組織が横の取り組みを知るという
積み上げが重要である。協働は目的ではなく、手段だから、ハンドブッ
クという形にするだけではなく、生の情報を横方向に展開する必要があ
る。行政に対する市民ニーズを、縦割りで受けるのは難しいため、常に
他組織との連携を意識しながら、成功、失敗にかかわらず事例を積み重
ねていってもらいたい。
今後、日本社会は少子高齢化により大きな変化が生じる。地域連絡会の
取り組みはアクションを伴って初めて生かされる。地域連絡会の実施だ
けではなく、そこで出てきた課題に対する対応などを具現化してもらい
たい。
地域コミュニティづくりを含めて、市民の市政への参加意識や行動をど
のように盛り上げていくか。市政への参加意識を高めていくためにも、
小平市の良好な事例をメディアにうまく取り上げてもらう必要がある。

新聞やテレビ等を通
じた情報発信の充実

市の財政面から考えても、公共施設は大胆に見直していく必要がある。
機能別や対象年代別に建設されている現在の公共施設は、非常に非効率
である。地域センターと公民館がそれぞれ存在しているが、重複感があ
り、統廃合の対象となりうる。地域にはスーパーや工場などの民間事業
者のストックが多様にあり、それらを活用させてもらうことも考えれ
ば、相当施設の再編ができるだろう。

公共施設に係る組織
横断的なマネジメン
ト体制の構築に向け
た検討

※CSR：Corporate Social Responsibilityの略称。「企業の社会的責任」と訳される。


